
 

教員の評価結果について 

 

 本学では、教育・研究・地域貢献・大学管理運営における教員の活動状況を自己評価と

個別面談により把握し、今後の改善に活かす取組を進めています。 

 このたび、令和６年度の教員活動について評価を実施しましたので、公表します。 

 

１ 実施概要 

 (ア) 対象者 

令和６年度に勤務実績のある本学専任の教授、准教授、講師、助教及び助手 46 名 

 

 (イ) 評価方法 

まず、教育、研究、地域貢献、大学管理運営の各活動への取組について、本学で作 

成した教員評価シートを用い自己評価を行うよう求めました。 

その自己評価をもとに、６月から８月までに、教員への支援や大学管理運営に役立 

てるため、職位等に応じて学長、学部長及び領域長による個別面談を実施しました。 

 

２ 結果 

自己評価を踏まえた個別面談において、その具体的な活動状況を確認し、内容を分析 

した結果、教育実践とその改善、大学管理運営に係る委員会活動や大学行事への参画、

地域貢献活動への取組において評価が高いという結果となりました。 

研究分野について、研究成果の発表状況等から研究の活性化が推察される一方で、若 

手教員の研究力の向上に関する課題も明らかになりました。 

また、個別面談では、教員評価シートだけでは把握できない状況や課題等を意見交換

して共有することで、今後の方向性の確認・検討を行うことができました。 

                                                         

３ 今後にむけて 

今回、教員評価から見えてきた教員活動の現状や課題等を、大学管理運営に活かしな 

がら教育・研究・地域貢献活動の更なる向上を図っていきます。 

教員評価の方法等については、今回の評価結果を含め、引き続き様々な角度から分析 

を行い、教員の成長、引いては大学の発展に資する教員評価となるよう更に見直しを検 

討することとしています。 


